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研究背景・原理 

現在，水晶振動子や電極，貴金属のプラズモン共鳴などを利用した高感度なバイオセンサが

開発されている．我々は，Singlemode-Multimode-Singlemode（SMS）構造によるマルチモード干

渉を用いた光ファイババイオセンサを提案する．SMS 構造は，センサ部となるマルチモードフ

ァイバの両端に，入力部と出力部のシングルモードファイバを接続した形となっている．セン

サ部を透過する光が，反射面となるマルチモードファイバの側面付近の物質の吸光度や屈折率

の影響を受けることにより透過光スペクトルに変化が生じる．この変化量によって，センサ部

周辺の屈折率や物質量の検討が可能となる．今回は，Bovine Serum Albumin（BSA）の非特異吸

着によって透過光スペクトルが変化することを利用し，バイオセンサとしての性能評価を行っ

た． 

実験方法・結果 

センサ部を Phosphate Buffer Saline（PBS）溶液に浸し，Amplified Spontaneous Emission（ASE）

光源を用いて 1520-1620 nmの通信波長域における透過光スペクトルを測定した．続いて，

BSA-PBS溶液を滴下していくことにより，PBS溶液中の BSAの濃度を変化させた．測定結果

の一例として 2.72 – 70.16 g/mlの BSA 濃度に対する透過光スペクトルの変化を図 1に示す．波

長 1565.5 nm付近の干渉信号のディップに着目すると，BSA濃度によるレッドシフトが確認で

きた．また，このときのスペクトルを近似式にフィッティングさせることでディップ波長を算

出し，BSA濃度に対してプロットしたものを図 2に示す．結果より，センサ部上に吸着した BSA

が検出されていることが分かる．今後，センサ部表面上に抗体固定化などの加工を施すことに

より，アビジン-ビオチンや抗体-抗原反応など，特異吸着を利用した検出も見込め，高感度化

が期待できる． 

    

図 1 BSA濃度 2.72 – 70.16 g/mlに対する 

透過光スペクトル 

図 2 BSA 濃度と透過光スペクトルの

ディップ波長との関係 
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